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2028年長野国体に向かって
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長野県高等学校新人体育大会
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　新年度のスタートに当たり一言ご挨拶を申し上げます。言うまで
もなく昨年度は新型コロナウイルスの影響を受け大変な年となりま
した。国内外に平常がなくなり、今までに経験がない対応を次々と
迫られました。我が協会も大きな目標である鹿児島国体が令和５年
（2023）に延期となり、定期総会や県協会主催の大会も中止に追い
込まれました。そんな中でも開催が心配された全国高等学校選抜大
会が10月に新潟市で開催出来たことは今後の全国大会実施に大きな
可能性を残しました。また、11月には高校選抜北信越大会も富山で
の実施となり上田西高校が団体優勝し個人戦でも４校合わせて10名
が３月の新潟市での全国選抜大会に駒を進めました。その反面、小
中のジュニア大会がほとんど行われず、小学生中学生の選手にとっ
て大変に辛い年になったことも事実です。今年は７月にビックイベ
ントの東京五輪もあり他の国内大会と合わせ無事に開催されること
を祈るばかりです。今後もコロナへの対応が必要となりますが、皆
さんで元気に乗り越えていきましょう。この１年長野県レスリング
協会へのご声援とご協力を宜しくお願いいたします。
　長野県レスリング協会２代会長である油井孝一郎先生がご逝去さ
れました。先生には協会創設時より物心両面でご助力いただき、協
会の支柱となって支えていただきました。油井先生はじめ長野県レ
スリング創生期を支えた諸先輩方の情熱と努力なくして、現在の
我々はありませんでした。今後も油井先生の遺志を深く心に刻み、
レスリング協会の発展と、長野県国体成功に向けて力を尽くしてい
く所存です。
　あらためて油井先生のご冥福をお祈りいたします。

　昨年来続くコロナ禍は現在も深刻な状況にあり、私達の生活や社
会活動を一変させることとなりました。スポーツ界においても、東
京オリンピックの１年延期や高校生、中学生、小学生の全国大会の
中止とこれまで経験のない日々が生じました。また、鹿児島国体の
中止に伴い２巡目の長野国体も１年先送りの令和10年開催となり
ジュニア選手強化計画にも影響が出ております。国体開催には選手
強化はもちろん競技施設の整備、駐車場輸送の円滑化、宿泊等課題
は山積しております。今、改めてやまびこ国体を小諸で開催し成功
を収めた先生方、先輩方のご苦労と情熱に敬意を表したいと思います。
　理事長就任にあたり微力ではありますが中島会長と力を合わて各
種事業をを推進してまいります。来る長野国体に向けて協会員の皆
様のより一層のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

会長挨拶
� 長野県レスリング協会長　中嶋　則行

就任の挨拶
� 長野県レスリング協会理事長　井出　　優
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　コロナ過でありましたが感染拡大防止対策を取り、保護者の方々のご協力のもと無事大会を実施す
ることが出来ました。選手は久しぶりの大会でしたが日頃の練習の成果を存分に発揮し、白熱した試
合が多く見られました。

開会式

試合の様子

令和２年度　第13回佐久市少年少女レスリング選手権大会
令和２年12月19日（土）　於：佐久市総合体育館大会報告

ウォーミングアップ

子供たちも 頑張ってます。頑張ってます。頑張ってます。
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県専門委員長　井出　真一

対　全国
　過去に例を見ない異常事態の中、令和２年度が始まりました。世界中へのコロナウイルス蔓延の状
態から何となく予想はしていましたが、続々と大会は中止に至ってしまいました。高校生も始めて経
験する自粛生活、休校宣言、分散登校など競技はおろか練習する事さえも封じ込められて、時の言葉
として、３密、ソーシャルディスタンス、黙食など嫌でも耳にする日々となってしまいました。４月
のJOC大会（横浜）、東信・県・北信越大会、８月の群馬インターハイ（館林市）全国グレコローマ
ン大会（和歌山）、そして、鹿児島国体まで中止が決定しました。史上初の事態で秋まで時間が経過
してしまいました。そのような中、10月９日～11日に全国選抜代替大会が新潟市で開催される運びと
なりました。県勢は学校対抗戦、上田西高校が参加し２回戦で３－４といなべ総合高校に惜敗しまし
た。個人対抗戦は13名の生徒が参加資格を持っておりましたが、体重超過、進路問題等で実際は６名
が棄権し、参加者も上位入賞はいませんでした。冬期間のモチベーションを維持し、高校生アスリー
トのためにと何とか３月の全国選抜大会開催実現を祈っておりましたが、感染防止対策の申請、10月
の実例等を行政に申請し専門部の努力が実り開催が決定しました。しかし、８ブロック中の５ブロッ
クは予選なしでの参加となるこれも過去に例のないものとなりました。学校対抗戦は、北信越１位通
過のため１回戦シード、２回戦市立太田（群馬）に５－２で勝利し、３回戦花咲徳栄（埼玉）に３－
４で惜敗しました。細部を詰めれば銅メダルが見えていただけに悔いの残る試合でした。個人対抗戦
では、10名が出場し、２日目勝ち残り６名と期待しましたが全国の壁に阻まれ４名が敗退しました。
残る２名はそろって５位入賞しました。65㎏級白鳥（上田西）125㎏級坂内（佐久平）は、共に自分の
特徴を生かし自力で表彰台に上がりました。４月からの新シーズンにつなげていってほしいところです。

令和２年度　令和２年度　高等学校専門部　総括高等学校専門部　総括

◇令和３年３月24日㈬～26日㈮　全国高等学校選抜レスリング大会　新潟市東スポーツセンター

学校対抗戦３回戦
上田西３－４花咲徳栄

惜しくも敗戦。上位進出を逃す。

65㎏級　白鳥夏希
（上田西高）

ソーシャルディスタンス

125㎏級　坂内拓斗
（佐久平総合技術高）

感染予防消毒噴霧器

「個人戦５位入賞を果たした二人の選手たち」

「会場では徹底したコロナ対策がとられていました」

長野県レスリング会報　第２号誌

4



対　北信越
　令和２年度６月北信越大会は、新潟市開催予定が中止。そして、Withコロナという現実と向かい
合い、皆様の協力、理解で11月北信越選抜大会では、富山県高岡市竹平体育館にて開催されました。
学校対抗戦において上田西が３年連続13回目の優勝をし、個人対抗戦は、51㎏級高野（上田西）、65
㎏級白鳥（同）、80㎏級尾沼（同）、92㎏級三井（同）が優勝。71㎏級遠藤（上田西）が準優勝。55㎏
級井上（上田西）60㎏級坂木（同）、71㎏級小林（小諸）、竹内（小諸商）、125㎏級坂内（佐久平）が
３位という結果でした。全国選抜個人戦に県勢10名が駒を進めました。福井インターハイの年です
が、団体・個人とも脅威は感じられず、石川・志賀高校が逆ブロックで３位ですが、敦賀気比よりは
実力が上であると感じた大会でした。10月の県新人大会を開催、11月の北信越選抜大会までなんとか
参加することができました。真冬に突入することや、年末年始のGo Toトラベルやらの原因はありま
すが、第３波が到来し各ブロック予選は、軒並み中止に追い込まれ、かろうじて全国選抜大会は終了
しましたが、この先はなかなか読めない状態となっております。

反省と今後の対策
　今年度、大会中止で、各高校実戦不足が否めない状態でしたが、３月の全国選抜大会においてある
程度の勢力図が読めてきました。感染予防・防止に配慮し、早期の段階でコロナが終息しないと、次
年度へ負債がずれ込むと思われます。強化指導より安全な練習・大会の再開を期待したいと思います。

現状と展望
　例年と同様ですが、実施高校の部員増員は言うまでもなく、学校対抗戦４校確保、新実施校の開拓
を実現させていければと思います。また、全国的に見ても、社会体育・クラブチームと協力しながら
の強化の進め方が比較的安定していると思います。２巡目国体へ向けて女子の充実も含め、小中から
の継続者の環境、モチベーション等サポートする体制を考えていかねばならないと思います。

◇令和２年10月９日㈮～11日㈰　全国選抜代替大会（風間杯63回）　新潟市東スポーツセンター

◇令和２年11月13日㈯～14日㈰
北信越大会　富山県高岡市　竹平体育館

全国選抜代替大会　学校対抗戦 55㎏級　上田西　井出　対　いなべ総合　弓矢　

上田西高校３年連続13回目の優勝

▲
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レスリング部の思い出
小諸高校レスリング部OB　山浦　利光

佐久平総合技術高校　学校紹介
佐久平総合技術高校レスリング部顧問　菊原　文典

　コロナ渦で苦しい日々ですが皆様健康に注意されてお過ごしのこ
とと存じます。私は小諸高校OBで小諸市在住の59歳　山浦利光です。
　30歳で帰郷した翌年、高校OBの先輩の勧めもあり小諸少年レス
リングクラブ（現　小諸キッズクラブ）のコーチとなりました。長
野県レスリング協会に入会して28年になります。高校OB紹介です
ので高校時代の話をします。そもそも高校では小学生から続けてい
た剣道部に入部しようと思っていました。しかし、レスリング部の
部長さん（同地区出身で剣道の先輩）から誘われ入部することにな
りました。
　恩師は前長野県レスリング協会会長の小林哲夫先生です。昭和52
年入学当時は昭和53年の長野国体（やまびこ国体）の強化で厳しい
練習の毎日でした。同期部員が10人切磋琢磨の日々です。２年生に

なったばかりの全国選抜大会で団体個人とも３位入賞したことは軽量級で先陣を切る私には自信にな
りました。各大会や県外遠征の記憶、勝った喜び負けた悔しさは良い思い出です。
　２年生の地元の長野国体は予選で同じ高校のライバルに負けてしまい出場権を失ったことは非常に
ショックでしたが、ライバルも国体３位に入賞し、今では良い思い出になりました。
　さて、２巡目の長野国体が小諸に決まりました。今の小学生、中学生、高校生が主役です。
　携わった子供たちが活躍する姿は大変うれしいことです。選手が活躍することを強く願い協会や各
関係者の皆様と一緒に努力したいと思います。
　国体上位入賞に向け、皆様のご支援ご協力よろしくお願いいたします。

　本校レスリング部は、旧北佐久農業高校時代に中嶋則行
先生（現長野県レスリング協会会長）が赴任して２年目の
1987年（昭和62年）に前年の同好会を経て創部されまし
た。その後、2015年（平成27年）に、高校第一次再編に伴
い北佐久農業高校、臼田高校、岩村田高校（工業科）の３
校が統合し、佐久平総合技術高校と校名が変わり、新たな
新校としてスタートしました。レスリング部としての歴史
は、北佐久農業高校27年間、佐久平総合技術高校６年間、
合計33年の歴史があり、卒業生は112名で、専門高校卒業
という特色から幅広い分野で活躍しています。

高校OB紹介

高校レスリング部
紹　介

リレーコーナーリレーコーナーリレーコーナー

2018年世界選手権出場の教え子
小栁和也選手と

令和２年度　佐久平総合技術高校レスリング部
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高校コロナ禍の大会運営
小諸商業高校レスリング部顧問　小林　奎太

　昨年の新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、３月の全国選抜大会やインターハイ、国民体育大会
などの主要な大会は全て中止または延期を余儀なくされました。
　他の競技は規模を小さくした代替大会などが行われていましたが、レスリングは接触競技という特
性から、なかなか大会が開催できずにいました。状況が好転したのは、10月、全国選抜大会の代替大
会からです。開催にあたっては感染症対策を徹底して行われました。会場内は無観客での試合とし、
審判員は試合ごとの消毒やフェイスシールドの着用、選手との握手禁止、汗のチェックも目視で対応
とし、勝ち名乗りも選手に触れずに行いました。他にも10試合ごとにマットの消毒をし、セコンドも
マスク着用を義務付けました。アップも時間をずらしながら少人数で行い、選手の待機場所からアッ
プ会場や試合会場への移動も接触機会を減らすために、一方通行になるように徹底されました。感染
症対策に細心の注意を払った大会は、参加したすべての人の協力によって、感染者を出すことなく無
事に終了することができました。接触競技の中でいち早く全国大会の運営を成功させたレスリングの
功績はとても意味のあることであったと思います。
　新型コロナウイルス終息のめどが立たない中、大会を運営をしていくことはとても大変なことです
が、いつも真剣に練習に励んでいる生徒たちの努力を無駄にしないためにも、感染症対策を充分にし
て安心安全な大会を運営する事が重要であると考えます。

レスリングだより

　創部３年目の1990年（平成２年）県大会団体戦初優勝は、長野県にレスリングが発足され20年間小
諸商業・小諸高校の２校で優勝旗が行き来されていたなか、初めて佐久の地へ優勝旗が渡された瞬間
でもありました。その２年後に上田西高校にレスリング部が創設され、県内の高校団体戦は上田西高
校と北佐久農業高校の激戦時代となり、北信越で勝つよりも県内の上田西高校に勝つためにはどうし
たら勝てるのかと、日夜練習に打ち込んでいました。そういった凌ぎ合いの中、1999年（平成11年）
岩手インターハイ団体３位、1997年（平成９年）～1999年（平成11年）北信越大会団体３連覇、全国
大会優勝者３名、高校卒業後に日本一に相当する大会での優勝者を３名輩出、女子選手の卒業生も３
名いずれも大学に進学し活躍してくれました。
　また、本校レスリング部としての特色が、高校卒業後の繋がりが深いと言う点です。平日、休日と
OBの方々が練習場に顔を出し、練習を一緒にしたり、熱血的にアドバイスをして下さり、OBとなっ
ても強くなってもらいたいという思いが強いのです。そんな中、昨年２月に恩師の中嶋則行先生が定
年を迎えるにあたり、OBから自分
たちだけで中嶋先生ご家族に感謝す
る会をしたいと、卒業生46名が集ま
り「定年を祝う会」を行いました。
北海道から駆けつけてくれたOBも
いました。
　現在、顧問は卒業生である森角・
菊原コンビで、佐久総レスリング部を
かつての活気のある部へと躍進出来
るよう日夜奮闘しております。皆様の
ご支援ご協力よろしくお願いします。

「中嶋先生の定年を祝う会」　令和２年２月23日
於：「佐久一萬里温泉ホテル」ゴールデンセンチュリー
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編集
 後記
編集
 後記

　コロナ不安の中、油井孝一郎先生のおっしゃる「一致団結」すること人と
人との「絆」が本当に大切なものだと気づかされます。様々な場面でこれま
でと違った日常があり、工夫しながら乗り越えて行かなければなりません。
こんな時だからこそ一致団結し、コロナに打ち勝ちましょう。

　令和２年11月７日、いつか来ると思いつつもコロナ渦の中、ついに油井先生とはお会いできないま
まお別れの日を迎えたことは、何とも悲しく本当に残念であります。協会設立のメンバーも私だけと
なりました。
　ここに改めて油井先生はじめ天国にいる協会関係者の皆様に今までの功績に対し敬意と感謝を申し
上げ、協会の更なる発展のため、今後も精進させていただきます。
　私の人生を振り返ってみますと油井孝一郎先生と小林靖先生との出会いから始まりました。日体大
への進学、指導者としての道として高校体育教師の採用などすべて先生のお力添えがあってのことで
あり、仲人もお願いし父親代わりになっていただき何とか一人前の人間として成長させていただきま
した。
　先生は常に人を大事にする基本を貫き、人間味あふれ、多くの人に慕われ、信頼されていました。
体育人としてはもちろん、佐久市政、佐久市スポーツ界の発展に貢献されました。それは大親分と呼
ばれるゆえんであり先生のような教育者はもう出ないと思っています。
　レスリング競技に関しては我々の相談役として貴重な助言をいただきました。常に先生はこう言っ
ておられました。「何をやるにも一致団結すれば必ずや勝利が生まれる。勝つことの大切さのゆえん
はそこにあり絆が生まれる」。それを実現したのが熊本国体で初の天皇杯６位入賞を果たした時、会
長として同行していただきチーム全員で勝ち取った時の先生の満面の笑顔は今でもはっきりと覚えて
います。その後３回の入賞を果たし県の国体重点競技に選出されたことは、すばらしい歴代会長に
よって築き上げられた協会を教え子が一つになって目標達成のため努力した結果だと確信しております。
　中嶋会長を先頭に二巡目長野国体に向かって進み始めた今、新しい歴史を創るべく一致団結して、
協会の大きな目標を実現達成されんことを願っています。

油井孝一郎先生� 長野県レスリング協会　顧問　小林　哲夫追悼

昭和54年
　韓国全羅南道長野遠征
写真右より
　竹内喜久夫　副会長
　小林　哲夫　４代目会長
　油井孝一郎　２代目会長
（全羅南道 会長）
　小林　　靖　３代目会長
　甲田　保雄　副会長

協会創設メンバー
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